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下水道の早期接続をお願いします
快適で　安全な　生活環境を守る下水道

　下水道は、下呂市の美しい水環境の保全やまちづく
りに欠かせない施設です。下水道の整備は、世代間で
負担し支え合いながら、長期間にわたって実施するこ
とで、水環境の保全とまちづくりを一緒に担う、とて
も大切な事業です。下水道が整備された区域にお住ま
いの全ての人に、下水道へ接続していただくことによ
り、その効果はより発揮されます。それぞれご事情は
あると思いますが、下水道の趣旨をご理解いただき、
早期に接続をしていただきますようお願いします。

　家庭から出た生活排水を微生物の働きにより、元の
きれいな水にして戻すことが下水道の役割です。その
ためには、より多くの家庭の生活排水を下水道へ接続
することが大切です。

　下水道が使用できるようになった区域は、３年以内
に「汲み取り式トイレ」を「水洗トイレ」に換えなけ

　下水道へ接続するための排水設備工事は、「下呂市
排水設備工事指定店」へ依頼をしてください。工事指
定店では技術・知識・実績を持った排水設備工事責任
技術者がいますので、安心して工事を任せられます。

　下水道の整備がされていない区域で、住宅や事業所
の建物に合併処理浄化槽を設置する場合に、補助金を
交付します。補助金の額は、浄化槽の種類と大きさ（人
槽）や用途（住宅・事業所）によって異なります。　

　　　　　【上下水道課】

下水道が果たす役割

水洗トイレで快適生活

接続工事は工事指定店で

下水道未整備区域では
　　　　合併処理浄化槽の補助金を交付

下水道への接続のお願い

農地パトロール（利用状況調査）を実施
　利用状況調査の結果、「再生可能な遊休農地」
と判定した場合は、所有者などに対して利用意向
調査書を送付します。調査書が届いたら、回答期
限までに農業委員会事務局へご提出ください。
　○調査対象：再生可能な遊休農地所有者など
　○調査時期：平成 29 年 11 月以降

遊休農地とは・・・
・1 年以上にわたり耕作されておらず、
今後も耕作されないと見込まれる農地

・周辺の農地と比べて低利用となってい
る農地

１．利用状況調査（農地法第 30条） ２．利用意向調査（農地法第 32条）
　農業委員会では農地法に基づき、全ての農地を
対象に利用状況調査を実施しています。
　農地への立ち入りやお話しを伺うこともありま
すので、ご理解とご協力をお願いします。
　○調査対象：全ての農地
　○調査期間：平成 29 年 9 月から 10 月まで

ればなりません。また、トイレ
の排水のみ処理が可能な“単独
浄化槽”は、お風呂や台所の生
活排水がそのまま河川へ流れてしまい、水質悪化の原
因となります。単独浄化槽をお使いのご家庭も下水道
への接続をお願いします。
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キノコバエが発生しています
今年も市内で、

　今年７月、金山町地域でキノコバエが確認されました。昨
年のような大量発生には至っていません（８月15日現在）が、
今後の気象状況によっては、大量発生も予想されます。
　キノコバエの特徴・生態や、大量発生に対してご自宅でで
きる対処法などを紹介します。

　平成 26年ごろ、金山町菅田地域で「クロバネキノ
コバエ」の一種とみられるコバエ（黒い小さな虫）が
大量に確認されました。
　それから年々、発生範囲を拡大し、大量に発生する
と家や職場など建物の中へ侵入してくるようになり、
昨年は、ほぼ金山町全域で発生が確認されるまでに
なって発生する日も多くなりました。
　今年は、市民生活を脅かすほどの大量発生の事案は、
確認されていません。（8月 15日現在） ご自宅でできる対処法

・大量発生する時間帯は、窓やドアを閉め切る。
・窓やドアのサッシに殺虫剤を噴霧する。
・サッシの隙間をガムテープなどで目貼りする。
・網戸や窓・ドアなどに、スプレータイプの忌避剤（虫
が嫌がる匂いを出す薬剤）を含ませてある虫除けを
噴霧する。

・換気扇を使わないようにし目貼りする。
・屋外に扇風機を設置し、侵入経路となる窓やドアに
成虫が近寄らないよう横から送風する。

市民の皆さまへご協力のお願い
　気象状況によっては、秋にもキノコバエの発生が予
想されます。ご家庭で実践している有効な除去方法や
侵入対策などがありましたら、ぜひお聞かせください。
　【連絡先・問合先】
　環境課　☎ 26-5011
　保健所下呂センター　☎ 52-3111 内線 354

クロバネキノコバエ類の
　　　　　　　特徴・生態
・成虫は体長１～２ミリ、黒色～黒褐色をしています。
・一世代（卵から成虫）は 15 ～ 20 日前後で、成虫の
寿命は４～ 10 日。

・温度の上昇に伴い発育が著しく促進。
・最も発生しやすいのは梅雨の時期。（秋でも気温湿
度の条件により発生）

　愛知県などで発見されているヒアリ（特定外
来生物）は、攻撃的で、強い毒性を持っています。
　ヒアリと思われるアリを発見した場合は、そ
れ以上近づかず、速やかにご連絡ください。
※ 8 月 15 日現在、下呂市では、発見されていません。

　【連絡先・問合先】
　飛騨県事務所　環境課
　　☎ 0577-33-1111 内線 227
　下呂市役所  環境課　　☎ 26-5011

腹柄は２節で腹部基部に接続前伸腹節にトゲはない

先端２節が
棍棒状

今年までの市内のキノコバエ発生状況

大きさ
　2.5mm〜6.0mm
特徴
　・体の色は赤茶色
　・腹部に２つのこぶ
　・お尻に毒針

もし、刺されて、少しでも異常を感じたら、すぐに近くの病院へ
アリに刺されたことを伝えて受診してください。
※ヒアリの毒への反応は、人によって大きく異なります。

▲クロバネキノコバエの成虫

ヒアリを発見したら
　　　　速やかに連絡をお願いします


